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○みんなｄｅ食堂ヘルキーカフェは、子育てNPO法人・民間企業・地域ボランティアなどと連携をして実
施し、地域で課題を抱える家庭を支援していく。

○各地区担い手の高齢化、人材不足の課題が挙げられているため、まず地域活動への参加のきっか
け作りや担い手発掘育成を目指して、スリーＡ講座、男性向けのコーヒー講座を開催する。

○「オレンジカフェ」の意義を地域の皆様にさらにご理解いただき参加者を募る。
○地域の見守り「ピーポーワン」事業を開催してメンバーを増やしていく。

○介護と財産管理というテーマで成年後見制度の講座を開催して子ども世代の参加を呼びかける。個別相談会
同時開催し、講座内でエンディングノートの広報をする。
○消費者被害や虐待に関しても出張講座で普及啓発していく。
○虐待チェックシートを関係機関に配布し虐待防止を注意喚起する。

□ 区からのコメント

平成３１年度 常盤台地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
常盤台地域ケアプラザの各地区における共通の地域課題と考えられるのは、①地域ネットワークづくり「地域
のつながり」の強化②子ども、高齢者、障がい者等の要援護者支援を含む住民同士の「見守り・支え合い」の
推進③高齢者の健康寿命を延ばすとともに介護予防を推進する心と体の健康づくり④地域におけるボランティ
ア等新たな「人材の発掘」⑤身近な地域で安心して過ごせる居場所づくり⑥認知症及び在宅で介護の必要な
方や家族を支える取組み⑦医療・介護関係者の連携強化と相談対応の体制づくり等が挙げられる。
開設より１０年が経過して、ケアプラザが福祉保健の幅広い相談窓口として地域に認知されてきており、今後
は高齢者・子ども・障害者などあらゆる地域住民が、孤立することなく支え合える地域づくりのお手伝いを目指
していく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

○積極的に４地区の活動や会議の場に参加することで、気軽に相談しやすく、声を掛けやすい関係づ
くりに努める。住民の思いを丁寧に受け止めながら、将来性についても一緒に考えていく。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

平成３１年度常盤台地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について

（事故防止、個人情報保護等）

相談業務において事業者の情報を提示する際
は、相談者に一覧表を提示し、相談者の方の
意向を聞いた上で、空き状況を確認し、お伝え
していきます。
所内会議で、一覧表の提示を再確認して徹底
します。
相談者の方に、お任せする、と言われた際に
も、一覧表をお見せして、再度相談者のご意向
を確認していきます。

事故が発生した場合には、本ケアプラザで定めた事
故予防・事故対応マニュアルに沿った事故対応・事
故報告を行います。事故予防・事故対応マニュアル
は、事務所内に誰でも閲覧できるようにしています。
介護事故・交通事故・個人情報漏洩(コンプライアン
ス)事故など、各々の事故においてマニュアル及び
連絡網に従い区・市役所、ご利用者ご家族、関係事
業者等に連絡・報告を行い適切に対処いたします。
所長不在の場合も職員が連絡・報告するよう日頃
から周知いたします。
また、本プラザ内で発生した事故報告書を作成、回
覧して周知するとともに、ケアプラザ内の事故・苦情
解決委員会において、ヒヤリ、ハットを含めたプラザ
内の事故・苦情について、報告及び再発防止策の
検討を行っていきます。
再発防止策は現場職員も含めて検討し、ミーティン
グ等を通じて職員全体に周知します。
個人情報の管理については、個人情報安全管理マ
ニュアル及び個人情報に関わる書類送付・返却に
ついての業務確認書に従い、適正な管理に努めま
す。また、全職員に対し個人情報取扱い研修を実施
し、個人情報保護に関する誓約書への署名と、個人
情報漏洩防止チェックシートの提出を義務付けま
す。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

要介護認定で「要支援１」「要支援２」と認定された方々へ
の介護予防プランを作成する。引き続き自立支援が図れ
るような目標設定をして、介護予防プランの作成を行う。

居宅サービス計画の作成にあたっては、利用者の心身の
状況、その置かれている環境等に応じて、ご利用者様が
自立した日常生活を営むことができることを目標としま
す。
地域包括支援センターと連携し、退院ケースや支援困難
ケースに迅速に対応していきます。

　　　　　  　　
保健師等　　　 　　　1名（常勤兼務）
社会福祉士　　　　　2名（常勤兼務）
主任介護支援専門員　1名（常勤兼務）

管理者　　　　　　　　　1名（常勤兼務）
介護支援専門員　　　3名（常勤専従）

利用者
実績
（人）



３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

利用者
実績
（人）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D）
16,053,278 16,053,278 16,053,278 横浜市より

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

0 0 0

0 0 0

16,053,278 0 16,053,278 0 16,053,278

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,900,000 0 10,900,000 0 10,900,000

7,500,000 7,500,000 0 7,500,000

950,000 950,000 0 950,000

2,295,000 2,295,000 0 2,295,000

49,000 49,000 0 49,000

0 0 0 0 ハマふれんど

100,000 100,000 0 100,000

6,000 6,000 0 6,000

1,347,000 0 1,347,000 0 1,347,000

10,000 10,000 0 10,000

210,768 210,768 0 210,768

0 0 0 0

100,000 100,000 0 100,000

24,000 24,000 0 24,000

5,232 0 5,232 0 5,232

横浜市への支払分 5,232 5,232 0 5,232

その他 0 0 0 0

200,000 200,000 0 200,000

0 0 0 0

92,000 92,000 0 92,000

3,000 3,000 0 3,000

61,000 61,000 0 61,000

198,000 198,000 0 198,000

0 0 0 0

0 0 0 0

443,000 443,000 0 443,000

480,278 0 480,278 0 480,278

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

438,278 438,278 0 438,278

2,345,000 0 2,345,000 0 2,345,000

256,000 256,000 0 256,000

810,000 0 810,000 0 810,000

電気料金 513,000 513,000 0 513,000

ガス料金 220,000 220,000 0 220,000

水道料金 77,000 77,000 0 77,000

330,000 330,000 0 330,000

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

80,000 80,000 0 80,000

340,000 0 340,000 0 340,000

空調衛生設備保守 131,000 131,000 0 131,000

消防設備保守 28,000 28,000 0 28,000

電気設備保守 0 0 0 0

害虫駆除清掃保守 17,000 17,000 0 17,000

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 164,000 164,000 0 164,000

0 0 0 0

55,000 55,000 0 55,000

981,000 0 981,000 0 981,000

0 0 基本的に、この行は入力しません

981,000 981,000 0 981,000

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

16,053,278 0 16,053,278 0 16,053,278

0 0 0 0 0

550,000 550,000 0 550,000 自主事業への参加料等

988,278 988,278 0 988,278 自主事業経費

△ 438,278 0 △ 438,278 0 △ 438,278

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

当該施設分
ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出

清掃費
修繕費

光熱水費

管理費
建築物・建築設備点検

本部分

その他
公租公課

共益費

機械警備費
設備保全費

事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

振込手数料
リース料
手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当　事業

地域協力費
その他

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

その他
事務費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

指定管理料
利用料金収入
指定管理料充当　事業

手当計
健康診断費

本俸
社会保険料

科目

人件費

支出の部

平成31年度　「横浜市常盤台地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

収入合計

その他（施設使用料相当額　法人負担分）
その他（提案時控除     法人負担分）

自主事業収入
雑入

科目



収入の部 （単位：円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

27,811,968 27,811,968 27,811,968 横浜市より
152,400 152,400 152,400 横浜市より

5,792,000 5,792,000 5,792,000 横浜市より
0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

0 0

33,756,368 0 33,756,368 0 33,756,368

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

30,033,856 0 30,033,856 0 30,033,856

16,699,000 16,699,000 16,699,000

3,754,000 3,754,000 3,754,000

8,992,856 8,992,856 8,992,856

30,000 30,000 30,000

0 0 0 ハマふれんど

541,000 541,000 541,000

17,000 17,000 17,000

1,900,000 0 1,900,000 0 1,900,000

20,000 20,000 20,000

113,000 113,000 113,000

0 0 0

119,000 119,000 119,000

417,000 417,000 417,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0 0

40,000 40,000 40,000

0 0 0

51,000 51,000 51,000

58,000 58,000 58,000

72,000 72,000 72,000

674,000 674,000 674,000

0 0 0

0 0 0

336,000 336,000 336,000

1,218,512 0 1,218,512 0 1,218,512

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

124,112 124,112 124,112

152,400 152,400 152,400

312,000 312,000 312,000 予算：指定額

604,000 0 604,000 0 604,000

68,000 68,000 68,000 予算：指定額

192,000 0 192,000 0 192,000

電気料金 122,000 122,000 0 122,000

ガス料金 18,000 18,000 0 18,000

水道料金 52,000 52,000 0 52,000

88,000 88,000 88,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

22,000 22,000 22,000

88,000 0 88,000 0 88,000

空調衛生設備保守 35,000 35,000 35,000

消防設備保守 8,000 8,000 8,000

電気設備保守 0 0 0

害虫駆除清掃保守 5,000 5,000 5,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 40,000 40,000 40,000

0 0 0

20,000 20,000 20,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

33,756,368 0 33,756,368 0 33,756,368

0 0 0 0 0

150,000 150,000 150,000 自主事業への参加料等

738,512 738,512 738,512 自主事業経費

△ 588,512 △ 588,512 0 △ 588,512

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

支出合計
差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

光熱水費

当該施設分

基本的に、この行は入力しません。

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

ニーズ対応費

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

建築物・建築設備点検

振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

事業費
協力医
指定管理料充当　事業（包括）

指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

管理費

健康診断費
勤労者福祉共済掛金

手当計

その他
事務費

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費

退職給付引当金繰入額

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料

指定管理料（包括）

平成３１年度　「横浜市常盤台地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（介護予防）
指定管理料（生活支援）

社会保険料

支出の部

利用料金収入
指定管理料充当事業（包括）

指定管理料充当事業（介護予防）

指定管理料充当事業（生活支援）

自主事業収入
雑入

その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計

科目

人件費
本俸



2019年４月１日～2020年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

2,002 1,281 1,281 21,571 21,571 67,375 67,375 2,747 2,747 18,423 18,423

0 0 0 0 0 0 437 0 437 7,846 0 7,846 448 0 448 1,104 0 1,104

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 5,240 5,240 448 448 1,104 1,104

認定調査委託料 0 0 437 437 0 0 0 0 0 0

実習費 0 0 0 0 180 180 0 0 0 0

借入金利息補助 0 0 0 0 176 176 0 0 0 0

借入金償還金補助 0 0 0 0 2,250 2,250 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2,002 0 2,002 1,281 0 1,281 22,008 0 22,008 75,221 0 75,221 3,195 0 3,195 19,527 0 19,527

1,891 1,891 1,209 1,209 18,417 18,417 46,218 46,218 1,976 1,976 14,166 14,166

111 111 72 72 1,251 1,251 1,262 1,262 54 54 379 379

0 0 0 0 0 0 5,213 5,213 223 223 1,630 1,630

0 0 0 0 1,020 1,020 8,720 8,720 373 373 3,322 3,322

0 0 0 0 70 0 70 8,118 0 8,118 59 0 59 30 0 30

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 30 30

借入金利息 0 0 0 0 0 0 176 176 0 0 0 0

借入金元金償還 0 0 0 0 0 0 3,000 3,000 0 0 0 0

本部繰入 0 0 0 0 4,775 4,775 25 25 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 70 70 117 117 34 34 0 0

2,002 0 2,002 1,281 0 1,281 20,758 0 20,758 69,531 0 69,531 2,685 0 2,685 19,527 0 19,527

0 0 0 0 0 0 1,250 0 1,250 5,690 0 5,690 510 0 510 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）

居宅介護支援 通所介護 認知症対応型通所介護

平成３１年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：常盤台地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援第1号介護予防支援 第１号通所介護



常盤台地域ケアプラザ　

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

1
ときわの森
子育て広場

平成21
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

親子のふれあいの場、親子同士の交流の場
を目的とする。
ケアプラザに来てもらうことで子育てに関して
の情報交換もでき、相談の場である事も知っ
てもらう。

4月わくわくお話会・マイミニアルバムを作ろう
5月わくわくお話会・パラバルーンであそぼう
6月音とリズム遊びおやつの試食会・子育てサポートシ
ステム説明会
8月夏まつり
9月音とリズム遊び＆運動会
10月緑川先生と遊ぼう
11月ピアノにあわせて歌おう
1月わくわくお話会・手作り楽器でみんなで歌おう！

3
ときわの森
美と健康体操

平成31
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

美しい姿勢を保つためのストレッチ、心身とも
に健康なる事えお意識して運動をすることで
健康を維持する事を目的とする。

脳トレーニング・ストレッチ・体幹トレーニング・
姿勢分析などを健康運動指導士が身体の状
況を見ながら指導していく。

・原則毎月第１・３水曜。

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

主に高齢者を対象とした体操教室。健康維
持・転倒予防を目的とする。

無理なく・安全に椅子に座って行うストレッチ
体操。講師の楽しい会話を交えながら解り易
動きで進めて行く。
・2019年4月・5月・6月・7月・9月・10月・11月･
2020年1月・2月・3月2

ときわの森
らくらくストレッチ体
操教室

平成22
年度

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

5 歌声サロン
平成24
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

地域の中高年を対象に開催。皆で声を出して
歌うことで、地域住民同士の交流を図りなが
ら、健康維持にもつなげていく。

昔なつかしい・思い出の歌をピアノの伴奏で参
加者皆で歌う。11月の利用者発表会で披露す
る。

・毎月第１火曜日。

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

比較的、若い世代の方々に参加してもらうこと
を目的として、イベントなどで活躍できる調理
ボランティアの発掘につなげていく。

4月・5月・6月は３回シリーズで和菓子を作成（いちご大
福・柏もち・わらびもち・水ようかん）
7月は3回シリーズ応用編
10月パン作成・12月クリスマスメニュー･2020年２月和
菓子作成
上記の内容で講師とケアプラザ職員・ボランティアで参
加者と交流を図りながら作成していく。

4
ときわの森和菓子
＆パン教室

平成24
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

7
園芸ボランティア活
動

平成23
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

ケアプラザ・コミュニティハウスの共有部分で
ある中庭と施設周辺を整備することで緑化を
推進し、イベント時にボランティアとして活躍の
場が生じ、同時にボランティア発掘にもつなが
ていく。

共有部分の中庭や施設周辺をボランティア同
士で定期的ボランティアに集まってもらい、イ
ベント時には花の寄せ植えを作成して地域住
民に向けて販売してもらう。
草花の購入など、常盤台コミュニティハウスと
協働して行う。
・第3月曜日。

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

横浜国立大学の留学生と地域住民との語学
を通じて交流を図る。

韓国語初級のテキストに添って読み・書き・会
話を行う。

・毎月第1・３火曜日。
6

ときわの森
初級韓国語講座

平成24
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

9
あったかほどがや
みんなｄｅ食堂
ヘルキーカフェ

平成29
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

子どもから高齢者までの地域住民の孤食予
防及び貧困対策を目的として食堂を実施す
る。

地域の企業と連携をして廃棄食材を利用して調理を行
い、地域の高齢者や子ども達がケアプラザに集まって
一緒に食事をする。食事時間は17時～18時３０分まで
当日提供された食材によってメニューを決めて５０食目
途にを用意する、調理はぎんがむら・チャットが担当す
る。配膳等はボランティアの協力を得る。食材は地域
の企業からの寄付や、野菜は地域の農家より協力して
もう。
・毎月第２金曜日。

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

障がいを持っているお子さんと親の放課後支
援を目的とし、親子同士の交流も図る。

音楽療法を行える専門の講師を招いて、発達
の統合調整を行う。

・毎月第1水曜日。
8

ときわの森
音と音楽で遊ぼう

平成26
年度

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

地域の方々が気軽に立ち寄り、おしゃべりの
できる場所を提供し、年齢を問わず地域住民
同士のつながりを築いていく事を目的とする。

民生委員が中心となって、コーヒー・紅茶・日
本茶にお菓子を添えて100円で提供する。
参加者が楽しめる企画の取り入れていく。
障害者支援施設によるパン販売や手作り品
の販売も同時に開催。

・毎月第４金曜日。

10 ときわカフェ
平成23
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

平成３１年度　自主事業計画書・報告書
事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

11
ときわの森
おもちゃ病院

平成30
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

おもちゃドクターとしてボランティアで協力して
いただき、壊れてしまったおもちゃを修理して
もらうことで物の大切にする心を伝えていく。

子育て広場へ参加の親子や地域の方々が壊
れたおもちゃをもってらい、ボランティアが診断
して
原則無料で修理していく。

・毎月第４木曜日。

13
ときわの森
七夕コンサート

平成23
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

近隣の小学校及び大学がケアプラザで演奏
会を開くことでと地域と音楽をを通じて交流を
図る。

横浜国立大学吹奏楽団の演奏と常盤台小学
校生徒によるマーチングバンド演奏を地域住
民に披露する。

・7月6日（土曜日）開催予定。

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

入園前の子どもの保護者対象に、幼稚園の
ホームページや説明会ではわかりきれない事
を先輩ママの目線から、幼稚園選びに関する
話や疑問点などを訪ね、交流を図る。又地域
の子育て支援の役割を果たしていく。

幼稚園の事を良く知っている母親から、これか
ら
通わせようとしている母親との情報交換会を
開催。
・5月30日（木曜日）開催予定。12

幼稚園ママに幼稚
園のことを聞いちゃ
おう！

平成30
年度

１
　
地
域
交
流

7
　
そ
の
他

15
ときわの森
子育て広場
水遊び

平成31
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

水遊びによる地域の子ども同士の交流や親
同士の情報交換の場。学生ボランティアと子
どもたちとの交流も図る。

ケアプラザの庭を利用して水鉄砲や水風船な
どで遊ぶ。

・7月25日（木曜日）開催予定。

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

子ども同士一緒にお菓子作りをすることで、も
の作りの楽しさを感じ取ってもらう。コミュニテ
イハウスの寺子屋事業の一環とすることで、よ
り多くの小学生参加者が見込まれる。

小学生を対象にしてケアプラザ職員とボラン
テｨアと一緒にピザ作り体験をして、出来上
がったピザを試食する。

・7月29日（月）又は30日（火）　開催予定。14
簡単ピザ作りに
チャレンジ

平成30
年度

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

17

ほっとフレンズ201９
夏
ボランティア研修・
説明会・夏祭り

平成20
年度

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

① 普段は、学校と家庭の往復になりがちな障がい児に、「新
たな出会いの場」「生活経験を拡大できる場」「充実したひと
時を過ごせる活動の場」を提供する。
② 障がい児を抱えた家族のレスパイトを図る。
③ 障がいに理解のある地域のボランティア・学生ボランティ
アの育成を図る。
④ 関係諸学校及び団体との協力関係を深め、区内の地域
ケアプラザが、障がい児の支援における地域ネットワークの
一員となるように継続的に努める。

区内ケアプラザ合同で開催。レクリエーション
として夏祭りを企画して、模擬店など中心に開
催。開催前にボランティアの事前説明会と研
修を行う。
・7月27日（土曜日）。
・8月4日（日曜日）。

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

土曜日を利用して母親だけでなく、父親も参加
して親子同士の交流を図る。

親子参加での運動や工作会を開催する。

16
ときわの森
ハハトコ広場

平成26
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

19
ときわの森
親子で楽しむクリス
マス人形劇

平成23
年度

１
　
地
域
交

流

4
　
子
ど
も

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

休日に親子や家族で楽しんでもらいながら、
子育て中の親子同士の交流を図る。

クリスマスにちなんだ内容で人形劇を開催し、
ボランティアが作成したお菓子をプレゼントす
る。

・12月７日（土曜日）開催予定。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

ケアプラザとコミュニティハウスとの共催でイ
ベントを開催することで、地域住民とのつなが
りを深める。

10年記念式典を開催。利用者発表会・作品
展・ボランティアの協力で手作り食品販売・花・
野菜・販売を行う。

・10月６日（日曜日）開催予定。

18
ヘルキー秋フェスタ
＆利用者発表会

平成29
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

21
ほどがや区民まつ
りの参加

平成20
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

区民が多数来場する「区民まつり」に区内全てのケアプラザ
の担当職員が参加することで、顔の見える関係づくりを図る。
そして、ケアプラザが地域住民にとって身近で気軽に相談・
活動できる施設であることを理解していただき今後の福祉保
健活動へとつなげる。

福祉保健センター１区分を使用し、ケアプラザを周
知してもらえるような企画を考え利用促進につな
がるよう目をひくポスターやチラシを来場者に配布
する。

・10月19日（土曜日）開催予定。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

ボランティアの受入施設として、調理室を利用
して、正月用料理教室及び調理室掃除をボラ
ンティアを含め地域住民へ参加を募り、今後
のケアプラザ事業やイベント時に協力参加し
てもらえるよう周知していく。

お正月用メニューを作成し試食後、参加者と
職員で調理室の掃除を行う。

・12月11日（水曜日）開催予定。
20

ときわの森
お正月料理と調理
室大掃除

平成29
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

23
ときわの森赤十字
救急法基礎講習&
救急員養成講習

平成21
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

救急法　基礎講習&救急員養成講習。 日本赤十字社の指導員のもと
３日間で心肺蘇生法・ＡＥＤの使用方法・気道異物
除去法・傷の手当て（包帯・止血方法）緊急搬送・
担架搬送・応用担架等を学ぶ。修了者に対して受
講証書を発行する。
・２０２０年１月11日（土）・12日（日）・13日（月）

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

活動団体の交流の場を設けることで、お互い
の活動内容を把握でき、活動の励みになる。
継続的なボランティア活動ができる場としてケ
アプラザで支援していく事も目的とする。

ケアプラザや他の施設でボランティア活動をされ
ている団体及び個人を招き、ボランティアグループ
による演奏を楽しんでもらう。その他食事会、各団
体・個人ボランティアの自己紹介・意見交換会など
の内容で開催。

催 定

22
第６回ボランティア
感謝祭

平成25
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

ケアプラザとコミュニティハウスの共同開催。
地域住民との交流を目的としたイベントの開
催。

・地域の方々の協力を得て衣類・小物・雑貨などを持ちよって
いただき、バザーを開催。・子どもによるフリーマーケットの開
催・ボランティアと職員によるちらし寿司・桜もち・やきそば・フ
ランクフルトの作成及び販売。・コミュニティハウスによるパウ
ンドケーキの作成及び販売。・常盤台ヘルスメイトによるみそ
おでん作成および販売
・園芸ボランティアによる寄せ植えおよび販売。
2020年3月14日（土曜日）開催予定

24
第１１回
桜まつり

平成21
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域



番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

25
ときわの森
幼児のための救急
法

平成27
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

子育て中の親や家族に向けて幼児安全法を
知識を習得する事でいざという時に役立ても
らう。

日本赤十字社より講師を招いて幼児の怪我
の対処方法や止血などの方法を様々な過程
を想定して学ぶ。

・2020年3月26日（木曜日）開催予定。

27
障害児余暇支援事
業外出企画

平成30
年度

１
　
地
域
交

流

2
　
障
害
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

障がいを持っていても充実したひと時を過ご
せる活動の場の提供として、親子で安心して
外出のできる場所を利用して親子同士の交流
を図る。ケアプラザが連携して合同事業の拡
充を図る。

保土ケ谷区学齢障害児フレンドサポート助成金を
活用して、親子で学んで楽しめるような場所に皆
で一緒に外出をする企画。

・8月の夏休み又は3月の春休みに開催予定。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

① 普段は、学校と家庭の往復になりがちな障がい児に、「新たな出会
いの場」「生活経験を拡大できる場」「充実したひと時を過ごせる活動
の場」を提供する。
② 障がい児を抱えた家族のレスパイトを図る。③ 障がいに理解のあ
る地域のボランティア・学生ボランティアの育成を図る。
④ 関係諸学校及び団体との協力関係を深め、区内の地域ケアプラザ
が、障がい児の支援における地域ネットワークの一員となるように継
続的に努める。

区内ケアプラザ合同で開催。レクリエーションとし
て春祭りを企画して、模擬店など中心に開催。開
催前にボランティアの事前説明会と研修を行う。

・2020年3月21日（土曜日）。
・2020年3月29日（日曜日）。

26

ほっとフレンズ2020
春
ボランティア研修・
説明会・
春まつり

平成20
年度

１
　
地
域
交

流

2
　
障
害
者

29 スポーツ吹き矢
平成25
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域住民の健康づくり。スポーツ吹矢を楽し
みながら、口腔機能の向上を図る。

指導員の指導を受けながらスポーツ吹き矢を
行う。

・第2、第4水曜日　年24回開催。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域住民の健康づくりを行う。介護予防の普
及・啓発を行い、講座の自主化を目指す。

貯筋運動や運動に関するDVDを見ながら、体
操を行う。

・第2、第4木曜日　年21回開催。
28 貯筋運動

平成25
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

31
きらきら長寿
ときめき塾

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

高齢者が住み慣れた地域で元気で活動的な
生活を送り続けるために、生活習慣の改善を
見直す機会を提供し、自己実施に対する意欲
を高める。

介護予防の為の運動、口腔、栄養の4講座を
開催し、知識や実践方法を提供する。また、そ
の知識を生かして生活習慣改善に自ら取り組
めることを目的とする。
・年4回　6月、9月、10月、12月。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

スリーAを体験しながら学び、地域のサロンや
体操グループでリーダーとしてメンバーと一緒
にスリーAを実施できる担い手の育成を目的と
する。また、認知症予防に対する意識の向上
を目指す。

・今後、地域のサロン等で実践して下さる方を
中心に全3回のスリーA講座を受講していただ
き、楽しみながら継続実施できることを目指
す。
・6月2回、7月1回　年3回開催予定。

30
体験！実践！
スリーＡ講座

平成31
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

33
きらきら長寿
ときめき塾
（峰沢団地）

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

高齢者が住み慣れた地域で元気で活動的な
生活を送り続けるために、生活習慣の改善を
見直す機会を提供し、自己実施に対する意欲
を高める。

ロコモ予防講座を開催し、楽しみながら取り組
める知識や方法を提供する。
・年1回　11月。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

高齢者が住み慣れた地域で元気で活動的な
生活を送り続けるために、生活習慣の改善を
見直す機会を提供し、自己実施に対する意欲
を高める。

介護予防に効果的な栄養摂取方法や、ロコモ
予防に対する知識を提供する。また、その知
識を生かして高齢者自らが生活習慣改善に
取り組めることを目的とする。
・年1回　7月。

32
きらきら長寿
ときめき塾
（峰沢町・岡沢町）

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

35
地域活動グループ
リーダー連絡会

平成30
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

きらり☆シニア塾や地域のサロン等で活躍さ
れている、ボランティアリーダーに対するフォ
ローアップ。

作業療法士より、リーダーの役割やグループ
運営を円滑に楽しく行う工夫などを講義してい
ただく。
・年1回　10月。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域で活動しているスクエアステップグループ
のリーダーを対象として、スキルの向上とグ
ループ活動の活性及び継続支援を目的とす
る。

講師からスクエアステップの楽しさを学ぶと共
に、グループに生かす方法やリーダーの役割
についてもご指導いただく。また、リーダー同
士の交流の場を提供する。
・年1回 9月。

34
スクエアステップ
リーダースキルアッ
プ講座

平成30
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

37
生かそう！体力測
定

平成30
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

体育協会指導員による体力測定のフォロー
アップ。地域で体力測定を自分たちの力で行
える人材の育成や担い手の発掘を目的とす
る。

昨年度、同講座を受講した方及び体力測定を
手伝って下さる方に対して、体育協会指導員
よりフォローアップ指導をしていただく。
・年1回　1月または2月。

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

地域の高齢者がいつまでも元気に楽しく過ご
していけるよう、ノルディックウオーキングを通
して継続的に運動に取り組むための支援を行
う。隣接の神奈川区との交流を図る。

講師の宮地先生の指導のもとで横浜国大の構内
を、楽しみながらウォーキングする。また、神奈川
区若竹苑のグループとの交流の場とする。雨天の
場合は多目的ホールで実施予定。
・年1回　10月。

36
ノルディックウォー
キング（横浜国大
編）

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

39
介護者のつどい
「ゆうづる」

平成22
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

認知症の方を介護されている家族を対象に、定期
的な意見交換や交流を行い、リフレッシュ出来る
場を設けることで介護の抱え込みや介護負担の
軽減を図ることを目的とする。

毎回テーマを設けながら介護者同士の意見交換
を行ってリフレッシュしていただく。ミニ講座や施設
見学、懇談会など
５・７・９・１１・１・３月の奇数月の第4週木曜日、1時
半から3時まで年間6回開催。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

きらり☆シニア塾や各地域活動グループの担
い手の育成および継続支援。

地域活動グループで楽しみながら認知症予防
を実践できるよう、講師よりご指導いただく。
・年1回　3月。38 楽しく介護予防♪

平成31
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

41
認知症サポーター
養成講座

平成22
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

認知症について正しく理解をし、認知症や家
族に対して温かい目で見守れる人を地域に増
やし、安心して暮らせる地域作りを目的とす
る。

各自治会、学校、企業、ケアプラザ事業参加
者等に向けて、認知症に対する正しい知識と
具体的な対応方法を寸劇を交えて効果的に
伝える。
依頼により不定期に開催。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

認知症の人と家族支援に向けた取り組みのひと
つとして「認知症カフェ」とする。認知症当事者の
方にボランティア登録していただきちょっとした見
守りの中で得意分野の活動をしていただいたり多
くの方と交流を持っていただくことで日常生活の活
性化を目指していく。

認知症当事者の方もそうでない方も、誰もが参加
でき集うカフェを開催する。ボランティアによる手作
り菓子と飲み物を提供しゆっくりと和む時間と交流
できる場所を提供する。
年間6回4･6･7･9･10･12月地域の福祉施設の１Ｆロ
ビーをお借りし10時から12時まで開催。

40 オレンジカフェ
平成27
年度

２
　
包
括

5
　
地
域



番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

43 終活講座
平成22
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

相続・介護・遺言・成年後見をテーマにして講
座を行い地域住民への権利擁護の意識を高
め自己実現が図れる事を目的とする。

5月は司法書士事務所に依頼し「失敗しない相続・介
護」。
7月はＮＰＯ・信用金庫へ依頼し「家族信託と成年後見」
というテーマでそれぞれ講座を開予定。
対象は地域の方、ケアマネジャー、民生委員等。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

保土ケ谷中央病院と共催事業として地域住民
向けに情報発信することで、いつまでも住み
慣れた地域で誰もが健康的に過ごせることに
役立てる健康講座としたい。

専門医に講師を依頼し講座を年2回開催予
定。
3回目は糖尿病さくら会の主催で調理教室を
開催予定。

42 健康講座
平成29
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

45
PI-PO-WAN（ピー
ポーワン）

平成27
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

愛犬家にボランティア登録を依頼し、愛犬との
散歩時、「街の見守りの輪」を広げてもらうこと
を目標とする。

「ＰＩ－ＰＯ－ＷＡＮ（ピーポーワン)」事業で呼び
かけが出来ていない地区を中心に、職員が出
向き新規登録者を募る。夏季・秋季の2回開催
予定。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

病院に診察に訪れる方やその家族を対象として認
知症講座を開くことで、普段ケアプラザに来る機会
のない方々へ認知症に関する正しい知識を持って
頂く機会とする。ケアプラザに関する周知活動も行
うことで、区内全体でのケアプラザへの認知度向
上を目指す。

育生会病院、横浜保土ケ谷中央病院、聖隷病院
で認知症講座をそれぞれ開催予定。
病院から「認知症の予防と対策」や「予防体操」の
周知、ケアプラザからは「地域ケアプラザとは」の
内容でケアプラザの周知を行う。

44
区内病院認知症講
座

平成27
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

47
男性かがやき塾～
コーヒー編～

平成30
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

男性の社会参加、居場所づくりをねらいとす
る。自分たちの楽しみの他に、活躍の場が広
がるようカフェ形式も開催。定期的な集まりの
場を活かし、男性への介護予防の普及啓発も
あわせて行う。

コーヒーの淹れ方や知識を学ぶ。地域向けカ
フェを行う。
・年12回開催　第２水曜日。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

老後も住み続けられるまちづくりに向けた地
域住民主体のワークショップ。「羽沢横浜国立
大学駅」開通のタイミングでまちへのさらなる
興味、愛着を持つことを目標とする。

今年度は「まちの案内板」作成に向けた研究・
検討を行う。
・年４回　6月10月12月2月土曜日。46 ワークショップ

平成23
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

49 男子の料理教室
平成22
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

男性が活躍できるためののきっかけ作りとな
る事を目的として、将来一人になっても困らな
いための料理教室

活動団体のだいこんくらぶの方々とヘルスメイ
トの協力も得て一緒に料理を楽しみ、出来上
がったものを試食する。

・5月21日（火曜日）開催予定。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

ボランティアの受入施設として、ボランティアに
参加するきっかけづくり、新たな担い手の発掘
育成のために開催する。またボランティア活動
を通して高齢者社会参加、いきがいづくりも目
的とする。

ケアプラザの職員が講師として、事業の概
要、ボランティアの基礎知識及び留意点等を
説明する。
・年1回開催予定。

48
「よこはまシニアボ
ランティアポイント」
登録研修会

平成29
年度

４
　
共
催

（
１
と
２

）

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

食中毒予防の知識を高めることでイベントや
会食等で食品を提供する際に安定して活動で
きる事を目的とする。

食中毒に関しての詳しい説明と調理場の汚れ
度チェックと測定、および手洗いチェックなどを
具体的な方法で行い、食中毒予防について学
ぶ。

50
知って安心食中毒
のまめ知識２

平成30
年度

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域
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